
　図書館に行ったものの学習スペースがない、読みたい本がないといった経験はありませんか？滋
賀大学附属図書館本館には学部ならではの経済学やデータサイエンス関連の図書がたくさんあり、
なかでも教科書や人気の図書は複数冊あります。そのほかにも小説や雑誌、学生リクエスト図書も
あり勉強以外でも楽しむことができます。学習スペースには個人、グループ学習室、PCやプロジェク
ターもそろっていて勉強や部活のミーティングでも利用できます。また様々な展示も行われ、私の所
属するGコース（グローバル・コース）では授業で調べたBB(Banned & Challenged Books：禁書運
動の対象図書)の紹介・展示を行いました。このように大学図書館は学生の意見が積極的に取り入
れられ、学生が主体的に活動できる機会が豊富にあり、学びを深めるだけでなくリフレッシュや交
流の場としても利用できる便利な施設です。ぜひ、積極的に利用して大学生活を充実させましょう。

経済学部　3回生　銖藤 蓮

学生のための図書館

　今から二つの質問をします。「読書は好きですか？」「漫画は好きですか？」
　今、どちらにも「はい」と答えた人はどれくらいいるでしょうか。これらの質問に対して、前者には
「いいえ」、後者には「はい」と答えた人が少なからず一定数いるのではないでしょうか。
　ここに、少しおかしな点があることに皆さんは気づきますか。それは、漫画を読むことも立派な読
書であるのになぜか読書としては認識していないという点です。これが意味していることは、読書が
少し難しく捉えられているということです。本来、読書というものは漫画のように嗜みとしての行為で
あるはずです。そのため、漫画を選ぶような感覚でこの本面白そうと様々な分野の本を手に取って
読んでみることをおすすめします！
　本図書館は、日頃から多くの学生が利用しています。本を読んでいる人はもちろん、授業の課題や資格の勉強、又グルー
プ学習室やラーニングコモンズといったブースを利用して、ディスカッションや勉強会を行っている人など様々な人がいま
す。私自身も学校の課題や資格の勉強などでよく図書館を利用しています。皆さんも是非図書館を利用してみてください！

データサイエンス学部　3回生　水越 康成

嗜みとしての「読書」

　私は本屋の孫で、幼少期はずっと本に囲まれて生活してきました。しかし、小・中・高と、年齢が
上がるに連れ、部活動が盛んになったり、新たな趣味ができたりして、本を読まないようになって
いきました。
　そして、大学に入ると同時に、自分の自由な時間がたくさんできて、再び静かな環境で本を読
む時間を作ることができ、本や自分と真摯に向き合うという時間がどれだけ大切で、人生を豊か
にしてくれるかということを実感するようになりました。ふとした日常でも、本を読んで得た視点で
見れば、見える景色や考えることが変わってきましたし、これまでの3年間の中で人生の選択肢
がとても広がりました。
　教育学部分館では、教育に特化した本がたくさんあります。また、昨年になって新しく自習スペースが整備されたの
で、自分の課題に取り組んでいる人の姿もたくさん見られます。
　大学時代ほど、なんでも自由に挑戦できるタイミングは今後ありません。楽しむ時は精一杯楽しんで、学ぶ時には図書
館を利用して集中して学ぶ。そんなメリハリのある大学生活を送って欲しいと思います。

教育学部　4回生　横田 莞士

本に触れて世界の見方が変わる




